
柳井電機工業株式会社の取組
新型コロナウイルス禍における働き方

【会社概要】
・所在地 本社（大分市）・中津支店

福岡支店・東京営業所

・社員数 １５７名

・事業案内 プラント工事
社会インフラ事業
空調事業
自社ドローンによる点検
画像解析
ロボットSI事業
IoTソフトウエア開発

新型コロナウイルスへの取組の二本柱

●事業を継続。ステークホルダーにサービスを継続すること

●働く従業員の不安（本人家族の感染、収入など）を取り除くこと

資料２
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テレワーク テレワークの取組

【取組内容】
・３月１１日から、社員をA・B班に分け、１日おきにテレワークを実施（A・B班は接触禁止）
・各事業所間での接触も禁止（どこかの事業所が、14日間閉鎖されても事業継続可）
・福岡支店は、緊急事態宣言以前2月初旬から全員テレワークへ移行(不安大＋IT教養高)
・工事や修理現場に行く社員も、テレワークの日は、オフィスに寄らず直行直帰
・メンテナンスを行う本社作業棟でも、他の班と会うことがないようエリア分け
→万が一、社内で新型コロナウイルス感染者が確認されても、A・Bどちらかの班、
もしくは、単一事業所が隔離される可能性があるだけで事業継続ができる。
その他
・ 休校中の子供を連れての出社も可 ・消毒用アルコールミニボトルを全社員に配布
・妊娠や持病があるため、コロナに不安を持つ人はフルリモート(一切出社なし)
・本人 or 家族が37.5度以上で、特別有給休暇14日付与して出社停止。

【課題解決への取組】
ハードウエア＋通信インフラ整備
・ノートPC（熊本の震災以降全員に配布）、スマホの貸与（契約社員も含み2月中に完了）
・自宅でテレワークが難しい社員には本社隣接作業棟2階に職場を１室開放（主に印刷）
・新入社員は在宅ワークが難しいので、本社別室通勤と通常通勤を交互に
・電子印鑑の導入（以前は社内に来ないと電子印鑑も押せなかったがクラウドで可へ）
意思決定
・毎日、WEB役員会を開催。通常なら3か月かかるようなことも即日決裁。
長くて30分程度の会議だが、組織の意識合わせにはとても有効であった。
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テレワーク 新卒採用に向けた取組

【取組内容】
・ ３月１２日からオンラインでの会社説明会を実施
・グループ面接はせず、オンライン面接もO.K.（結果、すべてオンラインのみで内定）

→大学生は、オンライン面接に抵抗はなく、むしろ、「なぜしてくれないのか」との発言や
「オンライン対応しない会社は、希望していても候補から外す」といった発言多数

【課題】
・合同説明会が開催されていないので、当社以外を目当てに来た人が、うっかり当社の
ブースに入り込み、入社希望者が増えていくことがないので、別のアプローチ要。
・当日に簡単に参加ができるため、入社希望度の低そうな人も参加してしまう。

【採用計画】

会社説明会 3月中旬 4月下旬 5月中旬

筆記試験 3月下旬 5月初旬 5月下旬

一次面接 4月初旬 5月中旬 6月初旬

二次面接 4月中旬 6月初旬 6月中旬

内 定
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テレワーク ＋α
業務の効率化＋労働生産性向上
IoTなどを活用した取組

＃ドローンでメガソーラー点検
ドローンでメガソーラーの点検することで、3日を要していた作業が20分に短縮

＃IoTをか活用した日本酒の醸造（八鹿酒造（九重町）との共同研究）
職人の経験や感覚が重要とされる酒造りにＩｏＴを導入
アルコールや温度管理をデータ化することで、業務を効率化、品質の向上

→従業員の作業負担が軽減し、働き方改革の一環としても期待される
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テレワーク ＋α
おおいた働きたい女性応援サイト

2019年３月に柳井電機工業㈱さんの以前からのテレワークの取組を紹介しています。（以下、記事抜粋）
https://www.pref.oita.jp/site/joseiouen/ya0001.html
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